
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 19名 （回答者数）
14名

～ 2024年　11月　20日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者の希望に添えるよう可能な限り対応していく

・通所意欲が高まるよう活動を工夫していく

2

・関係機関との連携を強化していく

3

・ご家族に対してペアレントトレーニングなどの家族も参加

できる研修会や情報提供の機会を図る

・ご家族に対する助言や相談対応など適切なスキルを職員全

員が身につけていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・HPや様々機会を活用した事業所ＰＲ

・入職したくなる事業所づくり

2

・新たな地域資源の発掘

・地域施設に対して理解促進のための活動

3

・開催希望があった場合の場所の確保

・他事業所の取り組み事例を知る

○事業所名 ペルチェ

○保護者評価実施期間
2025年　11月　10日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者会や地域住民との交流 ・保護者の負担の懸念(子供さんの見守り等)

・施設周辺に駐車場が確保できない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・専門的な人材の確保 ・求人に対して応募がない

・地域施設の活用 ・利用児童が気軽に活用できる施設が少ない

事業所運営に対して保護者のからの理解を得られていること。 ・日々の活動の様子や支援について共有すること

・相談等に応じ希望に応じて対応している

・自立や地域移行に向けた提案

関係機関や学校、併用事業所等と情報共有や支援内容に関する

共有ができている。

・児童部会に参加し関係機関と情報共有している

・共通した支援を行えるようケース会議に参加している

職員一人一人が専門性を高めるために研修等に積極的に参加

し、よりよい支援を目指している。

・わからないことや理解不足のことがあれば学ぶ機会を得てい

る

事業所における自己評価総括表公表


